
 

万博国際交流プログラム交流計画の第八次登録の公表について 

 

令和６年１０月２５日  

内 閣 官 房 

国際博覧会推進本部事務局 

 

 

（概要） 

〇 第八次登録は、令和 6 年 9 月 30日までの申請が対象。 

○ 第八次においては、8件（ 6自治体（ 3 県 3 市町村））の交流計画を登録し

た。 

〇 第八次申請までに登録された交流計画は 133 件（ 87 自治体（ 15 府県 72市

区町村））。※ 複数の自治体による共同申請等あり。 

 
（参考） 

大阪・関西万博を契機とした交流人口の拡大を図る「万博交流イニシアチブ」を、令和４年 12 月の「2025 年大

阪・関西万博アクションプラン Ver.3」において公表。 

そのひとつの柱として、全国各地域における万博参加国との継続的な交流を促進すべく「万博国際交流プログラ

ム」を実施（令和６年度）。 

令和４・５年度は、モデル事業を通じて 29 自治体（８府県 21 市町村）の取組を支援。 

万博国際交流プログラムについて｜内閣官房ホームページ (cas.go.jp) 

 

 

 

 

内閣官房では、大阪・関西万博を契機に、全国各地域において、地域住

民と万博参加国・地域の関係者が、地方公共団体の事業を通じて継続的に

国際交流していくための枠組み「万博国際交流プログラム」を令和６年度か

ら令和７年度にわたり実施し、参加国・地域との相互理解や国際交流を通じ

た地域の課題解決・活性化などの取組みを支援します。 

今般、本年９月末までに自治体から申請のあった交流計画 8 件を登録し

ましたので公表します（詳細は別紙参照）。 

【連絡先】 

内閣官房 国際博覧会推進本部事務局 伊藤、水口 

TEL：03-3519-3615 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/expo_suisin_honbu/topics/topics_r6_0119koubo.html


（別紙）第八次登録の概要
都道府県 登録自治体名 相手国・地域 主な取組み

岩手県 岩手町 アイルランド
町主催のアイルランドフェスティバルに相手国大使館関係者等を招いて交流を行うほか、来訪するダブリン市の
高校生と地元高校生、町民との交流や、地元高校生をダブリン市の高校に派遣して相手国の万博テーマにつ
いての交流を実施。

三重県 三重県 ブラジル 相手国の中・高校生の来訪に合わせ、双方の中・高校生が交流を実施し、若者間の相互交流を促進する。
訪問団の宿泊を農家民泊とし、三重県の自然や伝統文化、日本の生活習慣を体験できるプログラムを提供。

福岡県 福岡市

アラブ首長国連邦

中東の富裕層の西日本・九州への観光誘客を目指し、新たな広域観光周遊ルート「西のゴールデンルート」
に関わる西日本・九州の自治体等とも連携し、旅行会社を含む相手国関係者や相手国大使館関係者等
を招いた交流を実施。

カタール

サウジアラビア

佐賀県 佐賀県 オランダ
オランダ人デザイナーを招聘して県内産業とのコラボレーション制作を実施するなど、クリエイティブ分野での事業
を軸に連携・交流を実施。佐賀県の「ものづくり」の伝統と技術をオランダの「ダッチデザイン」と掛け合わせ、新た
な価値の創造を目指す。

大分県 大分県 英国 双方の水族館が連携して環境教育をテーマとするワークショップを実施することで、こどもたちが海・生物・環境へ
の理解を深めるきっかけを提供。

沖縄県 宜野座村 カメルーン 宜野座村の御嶽信仰や独自の芸能文化と共通点の多い「音楽の民・森の民」と呼ばれるバカ族との間で相
互交流や異文化体験を行う。万博テーマ事業プロデューサーの中島さち子氏と連携した音楽交流も実施。

（注１）本事業における交流計画は調整中の内容であり、今後変更がありうるものです。
（注２）本事業における交流計画の詳細については、各地方公共団体へお問合せください。
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